
情報連絡員報告を中心とした

県内各業界の動向 2020年4月（前年同月比）

業界の状況 …好転 …やや好転 …不変 …やや悪化 …悪化

食品団地
県内では、スーパー向け納品以外での減少がみら
れ、先行き不安が広がっている。県外市場でも同様
の状況となり、非常に厳しい経営環境を予想してい
る。

青果卸売
スーパー及び同向の加工は好調。業務用、一般小売は不
調。特に宿泊・外食、娯楽施設・飲食・居酒屋・病院・学校等
の給食他の卸業は壊滅的な被害を受けている！この影響
はいつまで続くのか不明である。ある意味…体力勝負か？

生コンクリート製造
需要に地域的偏在がある。高知南国地区及び安芸以
東地区が多く、その他地区は少ない。

商店街（四万十市）
フェイスブック等にそれぞれの店舗が営業時間の変
更やお持ち帰りメニューを出している。それらをま
とめてわかるような幡多テイクアウト情報がもっと
早くあればより多くの人に伝えられたと残念。

酒類製造
昨年の10月増税により落ち込んだ需要が、料飲店の営業自粛、
イベントの中止等により、県内のみならず全国で出荷が大きく
減少。コロナの影響は計り知れず未知の世界に突入した感があ
る。雇用維持を最優先に持久戦を視野に入れた戦略が必要。

生鮮魚介卸売
カツオの入荷はあったが、マグロ、小物の入荷は少
なかった。販売先が休業しているため仕入れも控え
ている状態。

コンクリート製品
出荷数量は、前年同月比110％。前年5月分の出荷
から西日本豪雨による災害復旧工事の発注により増
加し、4月分も継続している。

旅館・ホテル
創業来コロナ以上の難局はなく、損得を考えると休業は最
善と理解するが、ほとんど生産性のない業務に追われ心
打ち砕かれている。従業員のモチベーション維持、収束後
を考え、また業態の性質上最小人員での営業をしている。

木製品素材生産
現状は事業展開そのものに影響が出ている状況には
ない。

ガソリンスタンド
コロナウイルス拡散による、世界経済の低迷からOPECとロ
シアなど非加盟産油国は原油減産を発表したが、原油在庫
の余剰はまだまだ膨れ上がり、原油価格・販売価格は、毎週
のように下落し続けており高知県の市況も追随している。

刃物製造
コロナ拡大防止策の為か、小売客の減少がみられ、
小売販売金額は30％程落ちている。卸関係は金額
的にはあまり変更はないが、今後の経済状況が懸念
される。

旅行業
組合クーポン前年同月対比マイナス（予約取り消し
の為）全旅クーポン前年同月マイナス。売り上げは
全くない、営業活動も現状では出来ない。公的助成
を利用しても事業を継続できるか不透明。

製材
特に価格等目立った動きもなく、全般に低調で現状
維持の状態が続いている。

電気機械器具小売
全商品で平均83％。大変厳しい。

船舶製造
納期対応の為、必要最小限の生産活動を行ってい
る。

一般土木建築工事
令和2年4月分の公共用生コン出荷量は、前月比65.3％、前年同月比
113.7％の水準。4月の公共工事請負金額は前年同月比で90.3％、発注者
別前年対比は、国：178.4％、高知県：65.8％、市町村81.6％となっている。
防災・減災対策工事、高速道路の延伸工事など大型工事は継続している。

製紙（家庭紙）
家庭紙は、4月も高稼働率で推移した。各社により
違いはあるが、滅菌ウエットシート等を加工する企
業は多忙。

中古自動車小売
来店数の減少や在庫不足で、これから影響が出てく
ると思われる。また、車種によっては、輸出が止
まっている影響で、下取りや買取価格が下落してい
る。

珊瑚装飾品製造
非常事態宣言の影響により、先月に引き続き製品大
会が中止となった。これにより取引額は前年同月比
18％と大きく落とした。また原木取引（2開催分）
も延期となるなど、厳しい状況に陥っている。

電気工事
組合員の施工する電力引き込み線の工事量は、前年
同月比79.8％となった。安芸・須崎地区は増加した
ものの、高知中央・香長が減少した。

印刷
官公需はまずまずに推移。新型コロナウイルス感染
症の影響で、県内民需は減、県外需要は激減。大幅
に前年を下回った。

商店街（安芸市）
新型コロナウイルス感染症の収束の目途が立たな
いことから、8月開催予定の第13回全国「商い甲子
園」大会の中止を決定した。

商店街（高知市）
中央公園地下駐車場運営状況（前年比）売上：27.6％　
利用台数：36.1％。土日よりも会社関係の動く平日のほう
が人出が多い状況。マスク不足が問題となる中で手づく
りマスクを販売、又は提供する店が多く見受けられる。

卸団地
１.コロナの影響により、売上大幅ダウンの企業有
り。２.休業している小売店もある。３.今後の見通
しが立たない企業あり。

一般貨物自動車運送
新型コロナウイルスの影響により原油価格が下落、
国内軽油価格も大幅値下げとなったが、同時に売上
もさがっており収益は悪化している。

タクシー
実働1日1車当りの前年同月比営業収入：69.9％、輸
送回数：69.5％。3月の実働率は60.2％。

テントシート
新型コロナウイルス感染防止対策による、各種イベ
ントの中止、延期等により全体的に売上減少となっ
ている。特にイベント関連主力の事業所は大変な状
況。

各種小売（土佐市）
飲食業を中心に職種に関係なく落ち込み、とても厳
しい状況。

機械団地
新型コロナウイルス感染拡大による様々な影響を懸
念する声はあるが、今のところ団地内への直接的な
影響は見られず、業況は横ばいで推移している。

飲食店
月前半、融資の申し込みが相当数あったが、業界全
体の意見として補助や助成が十分ではないし何より
実行が遅く、先の見通せない状況で月後半には融資
申し込みも減ってきた。

DI=（増加、好転）-（減少、悪化）
DI（景気動向指数）

売　上　高
収益の状況
業界の景況
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